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⼿指衛⽣
• ⼿指衛⽣を全ての職員、ボランティア、避難者が励⾏する
• アルコール⼿指消毒・流⽔と⽯鹸での⼿洗い励⾏する
• 糞便など付着した場合は、流⽔と⽯鹸での⼿洗い励⾏
• ⼿を拭く際は、共有のタオルは使⽤しない（ペーパータオル）
• 定期的に⼿指衛⽣励⾏を啓発する



体調管理

発熱や下痢などの体調変化がある場合は、必ず周囲もしく
は、体調管理係に連絡する

職員・ボランティアなどのスタッフは、⼿指衛⽣とマスク
着⽤励⾏

職員・ボランティアは、感冒様症状を含め、感染症症状が
ある際は避難所に⾏かない



移住区域
• 避難所 個⼈間（家族間）の距離を２m保つ
• 距離が保てない場合は、パーテーション・ダンボールの活⽤
• 定期的に窓を開けて換気を⾏う
（午前・午後1回、３時間毎など）

• インフルエンザや嘔吐下痢症などが発⽣した場合、個別に収容する場
所を確保することが望ましい。





環境整備
• 内履き・外履きを区別し、⽣活区域に⼟⾜で⼊らない
• トイレを定期的に清掃、トイレハイターなどを⽤いて消毒
• トイレ清掃後は、⼿袋単回とし、流⽔と⽯鹸での⼿洗いを⾏う
• オムツは専⽤の容器に廃棄し、⼿指衛⽣を励⾏する
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